
康
・
福
祉�

国
保
・
年
金�

健�

講
座
・
教
室

す
こ
や
か
荘
で

高
齢
者
向
け
マ
シ
ン
体
操

▽
日
時
　
平
成
20
年
１
月
11
日
〜

３
月
28
日
の
毎
週
金
曜
日
（
３
月

21
日
を
除
く
全
11
回
）
午
後
１
時

〜
２
時
30
分
。

▽
会
場
　
す
こ
や
か
荘
（
下
砥
上

町
）。

▽
内
容
　
健
康
運
動
指
導
士
を
講

師
に
、
運
動
器
具
な
ど
を
利
用
し

た
、
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

講
話
。

▽
対
象
　
市
内
に
在
住
の
60
歳
以

上
の
人
。
た
だ
し
、
昨
年
受
講
し

た
人
を
除
く
。

▽
定
員
　
12
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）。

▽
費
用
　
800
円
（
保
険
料
）。

▽
申
込
　
す
こ
や
か
荘
に
置
い
て

あ
る
申
込
用
紙
に
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
を
書
き
、
12

月
11
日
ま
で
に
す
こ
や
か
荘
へ
。

結
果
は
後
日
は
が
き
で
通
知
。

▽
そ
の
他
　
運
動
に
適
し
た
服
装
、

水
分
、
タ
オ
ル
を
持
参
。
無
料
送

迎
バ
ス
（
大
谷
方
面
）
あ
り
。

Y
す
こ
や
か
荘
1(

648)

７
７
５
０

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で

各
種
教
室

▽
日
時
・
内
容
・
定
員
な
ど
　
左

表
z
の
通
り
。

▽
会
場
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
ラ

ラ
ス
ク
エ
ア
宇
都
宮
９
階
）。
無

料
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
申
込
　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

市
保
健
セ
ン
タ
ー
1(

627)

６
６
６

６
へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。家

族
介
護
教
室

参
加
者
募
集

▽
日
時
・
会
場
な
ど
　
左
表
x
の

通
り
。

▽
内
容
　
上
手
な
介
護
の
仕
方
や
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
な
ど
。

Y
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
高
齢
福
祉
課
1(

632)

２
３
５

７

◎みんなで語り合おう　こころの健康を考える会　▽日時　12月21日(金)午後２時30分～４時▽会場　保
健所（竹林町）▽内容　家族のアルコール問題などで悩んだり、生きづらさを感じたりしている人同士の
語り合い。事前に保健師が面接します▽対象　市内在住の人▽申込　電話で、保健予防課1(626)1114へ。13

z市保健センター各種教室�

x家族介護教室�
日　　時�

教室名� 日　時� 内　容� 定員など�

12月6日(木)�
午後2時～4時�

ウオーキング�
教室�
基本編�

北生涯学習センター�
（若草３丁目）�

地域包括支援センター細谷・宝木�
1(902)4170

12月7日(金)�
午前10時～正午�

総合福祉センター
（中央１丁目）�

地域包括支援センター御本丸�
1(651)4777

会　　場� 問い合わせ先�

12月11日(火)午前
10時～正午(受付＝
午前9時30分～9時
45分)

安全で快適なウオーキ
ングを行うための講話
と実技（歩いている姿
をビデオ撮影して学ぶ。
運動のできる服装、運
動靴を持参）�

25人
無料�

栄養教室�
バランス編�

平成20年1月22日(火)

午前10時～11時30分、
1月29日(火)午前10

時～午後1時（全２回、
受付＝午前9時45分
～10時）�

持ち帰り弁当や総菜な
ど、そのまま食べられる
状態に調理されたもの
を利用した場合の、一
日のバランスの良い献
立の立て方について
の講話と演習�

30人 

1月29日は
食材費600

円程度�

精神保健を学ぼう精神保健を学ぼう
～アルコールについて～

■アルコールは薬物の一種
私たちはアルコールを「お酒」というかたちで口にし

ています。お酒の中に含まれているアルコールは、エチ
ルアルコールという薬物なのです。晩酌の習慣のある人
は、毎日アルコールという薬物を服用し続けているのと
変わりないことになります。当然、副作用が心配になり
ます。アルコールのことをよく知って、健康被害を未然
に防いでほしいと思います。
■依存と耐性も
アルコールは麻酔薬の一種で、「酔い」とは脳がアルコ

ールによって麻酔された状態をいいます。飲めない体質
の人が無理に一気飲みをさせられれば、呼吸中枢に麻酔
が及んで死に至ります。また、不安感や心理的抑制を麻

ま

痺
ひ

させる働きもあり、精神的依存を引き起こします。耐
性という身体組織の慣れを生じやすく、十分な酩酊

めいてい

感を
得ようとすると酒量が増えていってしまうという性質も
あります。

■日本人はアルコールを分解する酵素が弱い
アルコールはほとんどが肝臓で、アルコール→アセト

アルデヒド→酢酸→水と炭酸ガスという順序で分解され
ます。アセトアルデヒドとは、二日酔いのときの不快感
の原因となる毒性の強い物質です。お酒に強い弱いは、
このアセトアルデヒドを分解する酵素の能力によります。
日本人の半分はこの酵素の働きの弱い人たちです。お酒
を無理強いするのはやめたいものです。また、アルコー
ルの分解には長い時間がかかり、一晩で分解できる量は
日本酒にして２～３合です。
■飲み過ぎて健康被害に
大量の飲酒を繰り返していると、長時間身体はアルコ

ールとアセトアルデヒドにさらされることになり、肝臓
だけでなく、つま先から脳まであらゆる臓器に障害をも
たらします。さらに、アルコール依存症という深刻な健
康被害を引き起こします。
アルコールにもいくつか健康に良い面もあるのですが、

その危険性もよく知った上で上手に付き合ってほしいと
思います。

（県立岡本台病院　黒田仁一）
Y保健予防課1(626)1114
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◎生活習慣病予防講座　▽日時　12月9日(日）午前10時～午後０時30分▽会場　豊郷地区市民センター
（岩曽町）▽内容　生活習慣病予防に関する、医師と栄養士による講話▽定員　先着100人▽申込　電話ま
たは、ファクス（講座名・氏名・年齢・住所を明記）で、健康増進課1(626)1128、6(627)9244へ。

講
座
・
教
室

自
分
に
合
っ
た

健
康
づ
く
り
を

生
活
習
慣
病
予
防
セ
ミ
ナ
ー

zz
平
石
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
日
時
　
12
月
20
日(

木)
、
平
成

20
年
１
月
17
日(

木)

、
２
月
13
日

(

水)

、
全
３
回
。
午
後
１
時
〜
３

時
45
分
。

▽
会
場
　
平
石
地
区
市
民
セ
ン
タ

ー
（
下
平
出
町
）。

▽
定
員
　
先
着
30
人
。

xx
宝
木
出
張
所

▽
日
時
　
平
成
20
年
１
月
23
日

(

水)

、
２
月
13
日(

水)

、
３
月
５
日

(

水)

・
12
日(

水)

、
全
４
回
。
午
後

１
時
15
分
〜
４
時
。

▽
会
場
　
宝
木
出
張
所
（
若
草
３

丁
目
）。

▽
定
員
　
先
着
40
人
。

■
内
容

zz
xx
と
も
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
の
方
法
、
食
事
に
関
す

る
演
習
、
医
師
の
講
話
な
ど
。

■
対
象

健
診
の
結
果
で
、
血

圧
・
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性

脂
肪
・
血
糖
の
値
の
い
ず
れ
か
が

高
か
っ
た
人
。

■
申
込

zz
＝
直
接
ま
た
は
電
話

で
平
石
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
1

(

661)

２
３
６
９
へ
。
xx
＝
電
話
で
、

保
健
福
祉
総
務
課
1(

632)

２
９
４

１
へ
。

募
　
集

高
齢
者
よ
い
歯
の
表
彰
式

参
加
者
募
集

▽
応
募
資
格
　
市
内
在
住
で
、
申

し
込
み
当
日
に
80
歳
以
上
で
、
自

分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
人
。

▽
申
込
　
平
成
20
年
３
月
15
日
ま

で
に
、
市
歯
科
医
師
会
会
員
の
歯

科
医
院
へ
申
し
込
み
、
歯
科
健
診

（
無
料
）
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
表
彰
　
平
成
20
年
６
月
の
「
歯

の
衛
生
週
間
イ
ベ
ン
ト
」
会
場
で

表
彰
し
ま
す
。

Y
健
康
増
進
課
1(

626)

１
１
２
７

ふ
れ
あ
い
荘

囲
碁
・
将
棋
大
会

▽
日
時
　
平
成
20
年
１
月
30
日

(

水)

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
。

▽
会
場
　
ふ
れ
あ
い
荘
（
陽
東
２

丁
目
）。

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
人
。
た
だ
し
、
プ
ロ
と
前
回
・

前
々
回
の
優
勝
者
は
除
く
。

▽
定
員
　
囲
碁
・
将
棋
と
も
先
着

16
人
。

▽
申
込
　
12
月
１
日
午
前
９
時
30

分
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

ふ
れ
あ
い
荘
1(

663)

３
１
５
６
へ
。

本
文
中
に
費
用
な
ど
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
無
料
。�

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

＝
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス�

HP

現在、75歳（一定の障がいがある人は65歳）以上
の人は、国民健康保険や健康保険組合などの医療保
険に加入し、その保険料を負担しながら、「老人保
健制度」で医療を受けています。しかし、平成20年
4月からは、これまで加入していた医療保険を離れ、
高齢者の独立した医療制度である「後期高齢者医療
制度」に加入し、その保険料を負担しながら、医療
などを受けることになります。
■対象

75歳（一定の障がいがある人は65歳）以上の人は、
すべて後期高齢者医療制度の被保険者となります。
これまで、国民健康保険の被保険者だった人はもち
ろん、健康保険組合などの被扶養者であった人も被
保険者となります。
■保険制度の運営
被保険者の認定や保険料の決定、医療の給付決定

など、制度運営の全般については、「栃木県後期高
齢者医療広域連合」が行います。市は、保険料の徴
収、各種申請や届け出の受け付け、保険証の引き渡
しなどを行います。
■医療などを受けるとき
これまでは、健康保険証と医療受給者証の2枚を

提示していましたが、新しい制度では、被保険者一
人ひとりに後期高齢者医療制度の保険証が交付され

ますので、その保険証１枚を提示すれば良いことに
なります。
また、病院などの窓口での自己負担割合は、これ

までと同じく1割または3割で、受けられる医療など
の給付も変わりありません。
■保険料
保険料は、被保険者一人当たりいくらと決められ

た「均等割額」と、被保険者の所得に応じて決めら
れる「所得割額」を合計して個人ごとに計算され、
被保険者全員が納めることになります。詳しくは、
平成20年1月ごろに、お知らせする予定です。
■保険料の納め方
年額18万円以上の年金を受け取っている場合は、

年金からの天引きとなります。それ以外は、口座振
替や納付書によって市に納めます。ただし、介護保
険料と合わせた保険料額が年金額の２分の１を超え
る場合は、年金からの天引きの対象外となります。
■保険料の軽減措置
所得の低い人は、世帯の所得水準に応じて、保険

料の均等割額が７割、５割、2割のいずれかの割合
で軽減されます。健康保険組合などの被扶養者で、
これまで自分で保険料を払っていなかった人は、被
保険者の資格を得た月から２年間、保険料の均等割
額が５割軽減されます。
■今後の手続き
対象者には、平成20年3月ごろ、「栃木県後期高齢

者医療広域連合」または市から案内を差し上げます。
Y高齢福祉課1(632)2307

平成20年4月から
高齢者の新しい医療制度が始まります

─後期高齢者医療制度─



康
・
福
祉�

国
保
・
年
金�

健�

お
知
ら
せ

人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
の

受
診
費
用
を
補
助

▽
対
象
　
人
間
ド
ッ
ク
＝
35
〜
69

歳
の
人
。
脳
ド
ッ
ク
＝
35
歳
以
上

の
人
。
い
ず
れ
も
、
宇
都
宮
市

（
旧
上
河
内
町
・
旧
河
内
町
を
含

む
）
の
国
民
健
康
保
険
に
継
続
し

て
１
年
以
上
加
入
し
て
お
り
、
国

民
健
康
保
険
税
を
含
む
市
税
に
滞

納
が
な
い
人
。
な
お
、
受
診
日
ま

で
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
失

っ
た
人
は
補
助
の
対
象
外
で
す
。

▽
補
助
金
額
　
２
万
４
０
０
０
円
。

▽
申
込
　
電
話
で
、
左
表
z
x
の

検
診
機
関
に
直
接
、「
宇
都
宮
市

国
民
健
康
保
険
に
加
入
」
と
言
っ

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他
　
年
度
内
に
１
回
、
人

間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
の
ど

ち
ら
か
一
つ
を
選
ん
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

Y
国
保
年
金
課
1(

632)

２
３
１
５

ご
存
じ
で
す
か

信
頼
の
Ｓ
マ
ー
ク

厚
生
労
働
大
臣
認

可
の
約
款
に
従
っ
て

営
業
す
る
こ
と
を
登

録
し
た
、
理
容
店
・
美
容
店
・
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
・
め
ん
類
飲
食

店
・
一
般
飲
食
店
は
、
店
頭
に
Ｓ

マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
は
、「
事
故

が
発
生
し
た
場
合
の
賠
償
の
実

施
」「
施
設
の
設
備
の
内
容
」「
仕

事
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
」
に
つ
い

て
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

Y
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ

ー
1(

625)

２
６
６
０
、
市
生
活
衛

生
課
1(

626)

１
１
０
８

災
害
時
要
援
護
者
の

登
録
を
開
始

■
災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度

風
水
害
や
地
震
な
ど
の
自
然
災

害
が
発
生
、
ま
た
は
発
生
が
予
想

さ
れ
る
場
合
に
、
自
力
で
の
避
難

が
困
難
な
人
が
、
自
分
の
情
報
を

避
難
支
援
者
、
消
防
署
、
警
察
署

な
ど
に
開
示
し
、
支
援
を
お
願
い

す
る
た
め
事
前
に
登
録
す
る
制
度

で
す
。

登
録
す
る
と
、
地
域
の
人
（
地

区
支
援
班
）
が
、
避
難
支
援
者
の

選
任
の
た
め
自
宅
に
お
伺
い
し
ま

す
。
登
録
し
た
情
報
は
、
市
と
地

域
が
共
有
し
、
避
難
支
援
や
安
否

確
認
に
活
用
し
ま
す
。
地
域
と
は
、

登
録
情
報
の
使
用
制
限
に
つ
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
個
人
情
報
保
護
の
た

め
の
協
定
を
締
結
し
ま
す
。

■
対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
人

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
介
護
保

険
の
要
介
護
認
定
者
②
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
ま
た
は
身
体
障
が
い

者
③
知
的
障
が
い
者
④
精
神
障
が

い
者
。

■
申
込

登
録
の
必
要
が
高
い
と

思
わ
れ
る
人
に
は
、
11
月
下
旬
に

「
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
し
た
。

登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
同
封
の

申
込
書
に
本
人
ま
た
は
代
理
人
が

必
要
事
項
を
記
入
、
押
印
の
上
、

市
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

Y
高
齢
福
祉
課
1(

632)

２
３
５
７
、

障
が
い
福
祉
課
1(

632)

２
３
６
２

◎宮っこ食育応援団を募集中　市では、食の大切さを理解し、食に対する感謝の気持ちを深め、心身の健
康と豊かな人間性をはぐくみ、人間力の向上を図ることを基本理念とした食育推進計画を策定しています。
「食育」を一層推進するために「宮っこ食育応援団」として、ご協力いただける団体の参加を募集してい
ます。詳しくは、市ホームページをご覧ください。▽対象　外食産業、食品販売業者、ボランティア団体、
一般企業、食品製造・生産団体、学校など▽申込　健康増進課1(626)1128、6(627)9244へ。
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z人間ドック検診機関�

x脳ドック検診機関�

No. 検　診　機　関　名�

No. 検　診　機　関　名�

電話番号�

電話番号�

(625)2213

(626)5565

(625)7831

(653)1001

(648)0484

(657)7302

(683)5771

(667)8181

(623)8282

宇都宮市医療保健事業団（竹林町）�
済生会宇都宮病院（竹林町）�
宇都宮健診クリニック（大通り４丁目）�
宇都宮社会保険病院（南高砂町）�
鷲谷病院（下荒針町）�
宇都宮セントラルクリニック（屋板町）�
宇都宮東病院（平出町）�
ミヤ健康クリニック（刈沼町）�
県保健衛生事業団（駒生町）�
�

１�
２�
３�
４�
５�
６�
７�
８�
９�

１�
２�
３�
４�
５�
６�

鷲谷病院（下荒針町）�
宇都宮セントラルクリニック（屋板町）�
大曽内科脳神経外科医院（大曽２丁目）�
佐々木記念クリニック（屋板町）�
藤井脳神経外科病院（中岡本町）�
星脳神経外科（竹林町）�

※費用額や検査内容など、詳しくは直接、各検診機関へお問い合わせください。�

(648)0484

(657)7302

(625)5005

(656)7117

(673)6211

(600)4410

地域包括支援センター一覧�
センター名� 電話番号�担当地区（自治会連合会名）�

御本丸�
ようなん�
きよすみ�
東宿郷�
さくら西�
鬼怒�
清原�
瑞穂野�
峰・泉が丘�
石井・陽東�
よこかわ�
雀宮�
雀宮・五代若松原�
緑が丘・陽光�
砥上�
姿川南部�
くにもと�
細谷・宝木�
富屋・篠井�
城山�
豊郷�
上河内�
かわち�
田原�
奈坪�

(651)4777
(658)2125
(622)2243
(614)8252
(610)7370
(683)2230
(667)8222
(656)9677
(613)5500
(660)1414
(657)7234
(655)7080
(688)3371
(684)3328
(647)3294
(654)2281
(666)2211
(902)4170
(665)7772
(652)8124
(616)1237
(674)7222
(673)8941
(672)4811
(671)2202

中央、簗瀬、城東�
陽南、宮の原、西原�
昭和、戸祭�
今泉、錦、東�
西、桜�
御幸、御幸ヶ原、平石�
清原�
瑞穂野�
峰、泉が丘�
石井、陽東�
横川�
雀宮（東部）�
雀宮（西部）、五代若松原�
緑が丘、陽光�
姿川（北部）、富士見、明保�
姿川（南部）�
国本�
細谷、宝木�
富屋、篠井�
城山�
豊郷�
上河内地区全域�
古里中学校区�
田原中学校区�
河内中学校区�

安心してご相談を　地域包括支援センター
基本健康診査とあわせて行う「生活機能評価」を受

診した65歳以上の人のうち、介護予防サービスの必要
性が高い人に、地域包括支援センターの係員が訪問し、
介護予防の相談を行っています。係員が自宅に訪問し
た際は、安心してご相談ください。
Y高齢福祉課1(632)2357、各地域包括支援センター
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◎いい歯でスマイルフォトコンテスト　▽応募規定　「いい歯でスマイル」をテーマにした、笑顔で元気
な家族・友人の写真。未発表の四つ切り（ワイド・デジタル可）▽応募方法　保健所、各地区市民センタ
ー・出張所、市歯科医師会会員の診療所などに置いてある応募用紙に必要事項を書き、作品の裏面に張っ
て、市歯科医師会または「カメラのニシネ」各店へ▽賞　大賞1点（賞状、金券3万円相当）ほか。入賞の
版権は市歯科医師会に帰属。Y市歯科医師会1(625)6060、健康増進課1(626)1127

お
知
ら
せ

ポ
リ
オ
追
加
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す

▽
日
時
・
会
場
　
左
表
の
通
り
。

▽
対
象
　
乳
幼
児
期
に
ポ
リ
オ
の

予
防
接
種
を
受
け
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ポ
リ
オ
抗
体
保
有
率
が
全

国
的
に
低
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
、
昭
和
50
年
１
月
１
日
〜
昭
和

52
年
12
月
31
日
生
ま
れ
の
市
内
に

住
民
登
録
の
あ
る
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

①
ポ
リ
オ
常
在
国(

ア
フ
リ
カ
・

東
地
中
海
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
東
南

ア
ジ
ア
・
西
太
平
洋
地
域)

に
渡

航
す
る
予
定
が
あ
る
②
お
子
さ
ん

が
ポ
リ
オ
定
期
予
防
接
種
を
受
け

る
時
期
に
当
た
る
③
そ
の
ほ
か
、

①
②
以
外
で
希
望
す
る
人
。

▽
定
員
　
各
会
場
15
人
（
予
約
の

な
い
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
）。

▽
費
用
　
400
円
。

▽
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
。

▽
申
込
　
電
話
で
、
保
健
予
防
課

1(

626)

１
１
１
４
へ
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

冬
も
食
中
毒
に
ご
注
意
を

■
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
と
は

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
人
の
小
腸
で

増
殖
し
、
急
性
胃
腸
炎
を
起
こ
し

ま
す
。
原
因
食
品
の
代
表
的
な
も

の
は
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
で
す
。

▽
性
質
　
熱
に
弱
く
、
低
温
に
強

い
。

▽
症
状
　
一
般
的
に
潜
伏
期
間
は

24
〜
48
時
間
。
症
状
は
、
お
う
吐
、

下
痢
、
発
熱
な
ど
。
発
症
後
２
〜

３
日
で
回
復
し
、
予
後
は
良
好
で

す
。

▽
注
意
　
下
痢
な
ど
の
症
状
が
な

く
な
っ
て
も
、
通
常
１
週
間
程
度
、

長
い
と
き
は
１
カ
月
程
度
ウ
イ
ル

ス
の
排
泄
が
続
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
症
状
が
改
善
し
た
後
も
注
意

が
必
要
で
す
。

■
主
な
感
染
経
路

▽
食
品→

人
　
汚
染
さ
れ
て
い
た

貝
類
な
ど
を
、
生
あ
る
い
は
十
分

に
加
熱
調
理
し
な
い
で
食
べ
た
。

▽
人→

食
品→

人
　
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
食
品
取
扱
者
を
介
し
て
、

汚
染
さ
れ
た
食
品
を
食
べ
た
。

▽
人→
汚
物→

人
　
患
者
の
便
や

お
う
吐
物
か
ら
２
次
的
に
感
染
。

■
予
防
方
法

▽
こ
ま
め
な
手
洗
い
　
調
理
前
、

調
理
中
（
二
枚
貝
な
ど
の
生
の
食

材
を
扱
う
た
び
に
）
、
食
事
前
。

特
に
、
お
う
吐
物
・
便
・
お
む
つ

交
換
な
ど
、
汚
物
処
理
後
に
は
十

分
な
手
の
洗
浄
と
消
毒
を
。

▽
食
品
の
十
分
な
加
熱
　
食
品
中

心
部
の
温
度
85
度
で
１
分
以
上
の

加
熱
に
よ
り
、
感
染
性
は
な
く
な

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
殺
菌
　
使
用
し
た
ま
な
板
、
包

丁
、
食
器
、
ふ
き
ん
、
ス
ポ
ン
ジ

な
ど
は
洗
剤
で
よ
く
洗
い
、
熱
湯

ま
た
は
水
で
薄
め
た
漂
白
剤
な
ど

で
殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。

Y
生
活
衛
生
課
1(

626)

１
１
１
０

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通
の

風
邪
と
混
同
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

ウ
イ
ル
ス
の
種
類
が
異
な
り
、
38

度
以
上
の
高
熱
や
頭
痛
、
関
節
痛
、

筋
肉
痛
な
ど
全
身
の
症
状
が
現
れ

る
の
が
特
徴
で
、
ほ
か
に
普
通
の

風
邪
と
同
様
に
鼻
水
や
の
ど
の
痛

み
な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
重
症
化

や
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が

あ
り
、
特
に
高
齢
者
や
赤
ち
ゃ
ん
、

抵
抗
力
の
弱
く
な
っ
て
い
る
人
は
、

注
意
が
必
要
で
す
。
例
年
11
月
〜

４
月
に
流
行
す
る
の
で
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
感
染
の
予
防
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
予
防
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

本
文
中
に
費
用
な
ど
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
無
料
。�

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

＝
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス�

HP

ポリオ追加予防接種�
受付時間：午後1時30分～3時�

※市保健センターには無料駐車場がありません。�

平 

成 

20 

年�

期　日� 会　場�
1月11日(金)

1月18日(金)

2月14日(木)

2月22日(金)

3月4日(火)

3月7日(金)

市保健センター�
夜間休日救急診療所�
夜間休日救急診療所�
市保健センター�
夜間休日救急診療所�
市保健センター�

動物は一見健康そうに見えていても、病気にか
かっているものがいます。病気の家畜は食用に適
さないので、排除して健康な部分だけを食肉とし
ます。

生きた家畜を食肉にするための処理を行う場所
を「と畜場」といいます。そこに食肉衛生検査所
の獣医師が出向き、一頭ごとの検査を行います。
また、「と畜場」で検体を採取し、食肉衛生検査所
内の試験室で、さらに詳しい検査をすることもあ
ります。

検査は病気の排除だけではなく、衛生的な処理
が行われたかどうかをチェックするため、肉の表
面を拭き取り、生菌数などの検査を行います。こ
の結果を基に、衛生的な施設管理や処理方法につ
いて関係者に指導しています。

日本では、次のような対策をとっていますので、
安心して牛肉を食べてください。
１　消費者の健康を守るため、BSE発生国からの
生体牛・食肉・内臓などの輸入禁止、危険部位
の全頭除去、BSE検査などを実施
２　BSEを根絶するため、肉骨粉の生産管理・輸
入禁止、牛用飼料への反すう獣由来肉骨粉の使
用禁止、トレーサビリティー(個体識別)制度の導
入を実施
３　BSE発生状況調査のため、死亡牛や擬似患畜
の検査を実施

20カ月齢以下の牛は、検査をしてもしなくても
安全性に変化はありませんので、法で定められて
いる検査月齢は21カ月齢以上です。しかし現在、
市では20カ月齢以下の牛の自主検査を含めて、全
頭検査を行っています。

Y食肉衛生検査所1(656)5981

肉はなぜ検
査するの？

どこで検査
されている
の？

検査は病気
だけなの？

日本のBSE
（牛海綿状
脳症）対策
は大丈夫？

BSE検査の月
齢が話題にな
っているみた
いだけど？



康
・
福
祉�

国
保
・
年
金�

健�

①
こ
ま
め
に
う
が
い
と
手
洗
い
を

す
る
②
栄
養
と
休
養
を
十
分
取
る

③
人
込
み
に
出
か
け
る
の
を
控
え

る
④
部
屋
の
換
気
を
十
分
に
し
て
、

加
湿
器
を
利
用
す
る
な
ど
、
適
度

な
湿
度
と
温
度
を
保
つ
⑤
予
防
接

種
を
受
け
る
。

■
ま
ん
延
を
防
ぐ
咳せ

き
エ
チ
ケ
ッ
ト

①
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は
、

マ
ス
ク
を
す
る
②
マ
ス
ク
が
な
い

と
き
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

な
ど
で
口
と
鼻
を
お
お
う
③
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
は
、
す
ぐ
に
処

分
し
、
流
水
と
石
け
ん
で
よ
く
手

を
洗
う
。

■
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種

▽
対
象
　
市
内
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま

る
人
。
①
65
歳
以
上
②
60
〜
64
歳

で
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の

機
能
ま
た
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
よ
る
免
疫

の
機
能
に
障
が
い
の
あ
る
人
（
身

体
障
が
い
者
１
級
程
度
）。

▽
接
種
場
所
　
「
健
康
づ
く
り
」

の
し
お
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
委

託
医
療
機
関
（
事
前
に
接
種
日
時

な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）。

▽
接
種
回
数
　
接
種
時
期
に
１
回

（
12
月
上
旬
ま
で
を
推
奨
し
ま
す
。

２
回
目
を
希
望
す
る
人
は
全
額
自

己
負
担
）。

▽
費
用
　
１
０
０
０
円
（
接
種
時

に
医
療
機
関
へ
直
接
支
払
い
）。

▽
そ
の
他
　
市
民
税
非
課
税
世
帯
、

生
活
保
護
被
保
護
者
の
人
は
料
金

が
免
除
と
な
り
ま
す
。
接
種
前
に

上
河
内
・
河
内
地
域
自
治
セ
ン
タ

ー
（
旧
町
役
場
）、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
な
ど
へ
印
鑑

を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

Y
保
健
予
防
課
1(

626)

１
１
１
４

早
期
発
見
が
大
切

子
宮
が
ん
検
診

▽
日
時
・
会
場
　
平
成
20
年
１
月

20
日(

日)

＝
富
屋
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
、
１
月
27
日(

日)

＝
清
原
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
２
月
３
日

(

日)

＝
瑞
穂
野
地
区
市
民
セ
ン
タ

ー
、
２
月
17
日(

日)

＝
城
山
地
区

市
民
セ
ン
タ
ー
、
２
月
24
日

(

日)

＝
国
本
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
。

▽
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
11
時
。

▽
対
象
　
20
歳
以
上
の
女
性
。

▽
費
用
　
800
円
。
た
だ
し
、
高
齢

受
給
者
、
老
人
医
療
受
給
者
、
生

活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
は
無
料
。
ま
た
、
宇
都
宮
市
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
助
成
が

あ
り
ま
す
の
で
保
険
証
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
　
電
話
で
、
健
康
増
進
課

1(

626)

１
１
２
８
へ
。

◎対面朗読のご利用を　新聞・チラシ・書籍など、ご希望の印刷物を対面にて朗読するサービスを行って
います。▽日時　12月8・22日(土)午前10時～正午、12月12・26日(水)午後1時～3時▽会場　市総合福祉
センター3階（中央1丁目）▽申込　原則として不要ですが、予約も受け付けます。Yボランティアセンタ
ー1(636)1285
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健　康　診　査

■平成20年1月集団健診�
健診内容� 料金（円）� 対象者�

対象者�

※基本健康診査と同日受診の場合�

40歳以上

50歳以上の男性
40～75歳で、過去に一度も受診した�
ことがない人
20歳以上の女性
30歳以上の女性
40歳以上の女性
※別予約・別会場　※2年に1回の受診�

基本健康診査�

肺がん�

胃がん�

大腸がん�

注）前立腺がん�

�
注）肝炎ウイルス�

骨粗しょう症�

基本健康診査�
肺がん�
�
大腸がん�

注）前立腺がん�
�
注）肝炎ウイルス�

子宮がん�
�
乳がん�

2,300

1,100

1,250

650

2,800

3,100

1,700

700

700

視触診�
�
マンモグラフィ�

1,260

400

940

520

1,680

1,760

730

40歳以上

50歳以上の男性

40～75歳で、過去に一度も受診した�
ことがない人

40・45・50・55・60・65・70歳の女性�

健康増進課1�
�

申込先�

市保健センター�
（無料駐車場はありません）�
�
�
※日程中、下線付きの日は「骨粗しょう症検診」を実施。�

　40･45･50･55・60･65歳の対象者には、誕生日月前に案内はがきを�
郵送します。はがきが届いたら電話で健康増進課 1（626）1128へお�
申し込みください。基本健康診査・各種がん検診・肝炎・骨粗・歯�
科健診が同日にまとめて受診できます。ぜひ、お申し込みください。

会　場�

6(日)・7(月)・12(土)・20(日)・21(月)・�
26(土)・28(月)

期　日�

注）前立腺がんと肝炎ウイルス検診は基本健康診査を受診する場合�
のみ受診できます。ただし、肝炎ウイルス検診はその他要件を満た�
す場合は受診可能になります。なお、前立腺がんと肝炎ウイルスの�
料金は、基本健康診査を含む額です。�
　その他、詳細については、健康づくりのしおりをご覧ください。�
　各健診とも、宇都宮市に住民登録のある人が対象。高齢受給者・�
老人医療受給者・生活保護・市民税非課税世帯の人は無料。また、�
宇都宮市国民健康保険加入者は助成がありますので、保険証をお持�
ちください。�
Y健康増進課1（626）1128

健診内容�
■個別健診　受診の際は、各医療機関にお問い合わせください。�

■節目健診�

料金（円）�

（626）1128

平成19年度の共通受診券（個別･集団健診兼用）は、次の通り
6回に分けて発送しました（上河内･河内地区の人には4月に一斉
に発送済）。
▽誕生月･発送月　4・10月生まれ＝4月、5・11月生まれ＝5月、
6・12月生まれ＝6月、7・1月生まれ＝7月、8・2月生まれ＝8月、
9・3月生まれ＝9月。
※共通受診券は平成20年3月31日まで有効です。紛失した人は、
健康増進課へご連絡ください。


